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(57)【要約】
　自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置（５）および
洗濯機において、該凝集装置（５）は凝集容器（１）お
よび撹拌機構を含み、凝集容器の内壁を洗い流し、洗浄
する洗浄機構をさらに含む。洗浄機構は放水インペラ（
１２）と、放水インペラ（１２）を回転させる駆動モー
タ（１３）とを含み、放水インペラ（１２）により、取
水を凝集容器（１）の内壁に放ち、洗浄する。撹拌機構
は、凝集容器（１）の外部に取り付けられる撹拌モータ
（１４）と、凝集容器（１）の内部に延伸する撹拌軸（
１５）と、撹拌軸（１５）に取り付けられる撹拌インペ
ラ（１６）とを含む。洗濯機は洗濯機外槽（３）を含み
、管路（４）を介して順番に外槽（３）、凝集装置（５
）、ろ過装置（６）から再び外槽（３）まで循環して通
じる。本発明は既存の撹拌インペラと完全に相反する設
計の撹拌機構を採用しており、凝集剤および洗濯汚水の
混合を速めることを実現することも、凝集物がばらばら
になるのを防止することもでき、構造は簡単である。凝
集装置は自動洗浄を実現し、自動化の程度が上昇した。
構造は簡単であり、生産コストを節約することができる
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凝集容器および撹拌機構を含む、自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置であって、凝
集容器の内壁を洗い流し、洗浄する洗浄機構をさらに含み、該洗浄機構が放水インペラと
、放水インペラを回転させる駆動モータとを含み、放水インペラにより、取水を凝集容器
の内壁に放ち、洗浄することを特徴とする凝集装置。
【請求項２】
　前記撹拌機構が、凝集容器の外部に取り付けられる撹拌モータと、凝集容器の内部に延
伸する撹拌軸と、撹拌軸に取り付けられる撹拌インペラとを含むことを特徴とする、請求
項１に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項３】
　前記駆動モータが前記撹拌モータであり、前記放水インペラが撹拌軸に同軸に取り付け
られ、撹拌モータと撹拌インペラとの間に位置することを特徴とする、請求項２に記載の
自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項４】
　前記撹拌インペラの湾曲方向が、凝集過程における撹拌インペラの回転方向と反対であ
ることを特徴とする、請求項２に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項５】
　前記放水インペラが、回転テーブルと、回転テーブルの上表面に設けられるブレードと
を含み、ブレードが回転テーブルの中心から外周方向に延伸し、各２つの隣接するブレー
ドが回転テーブルの上表面を、放水を行う複数の扇形領域に仕切ることを特徴とする、請
求項１～４のいずれか１項に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項６】
　前記放水インペラの回転テーブルの上表面に、回転テーブルの中心と同心の環状遮断リ
ブがさらに設けられ、ブレードの一端が環状遮断リブから外周方向に延伸することを特徴
とする、請求項５に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項７】
　前記凝集容器に水誘導溝が設けられ、一端が凝集容器取水口と通じ、もう一端が放水イ
ンペラの上方に延伸し、水誘導溝から放水インペラの扇形領域に出水されることを特徴と
する、請求項５に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項８】
　前記凝集容器に取水口、凝集剤投入口、凝集出水口および汚水排出口が設けられ、凝集
容器底部の内表面が傾斜面であり、凝集出水口および汚水排出口が傾斜面のより低い一側
の近くに設けられることを特徴とする、請求項１に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機の
凝集装置。
【請求項９】
　前記凝集容器に少なくとも１つの溢水口が設けられ、好ましくは２つの溢水口が設けら
れ、このうちの１つの溢水口が凝集容器の側部上方に設けられ、もう１つの溢水口が凝集
容器頂部に設けられることを特徴とする、請求項８に記載の自動洗浄機能を有する洗濯機
の凝集装置。
【請求項１０】
　前記凝集容器が、上部が開口した箱体と、箱体の開口を覆う上蓋とを含み、上蓋に取水
口および凝集剤投入口が設けられ、駆動モータが上蓋に取り付けられ、上蓋の下表面に、
駆動モータ軸の周囲に対応して環状リブが設けられることを特徴とする、請求項１に記載
の自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置。
【請求項１１】
　洗濯機外槽を含み、管路を介して順番に外槽、凝集装置、ろ過装置から再び外槽まで循
環して通じる請求項１～１０のいずれか１項に記載の凝集装置を有する洗濯機であって、
　凝集装置が、外槽と通じる凝集容器と、凝集容器内に凝集剤を投入する凝集剤投入器と
を含み、外槽から凝集容器内に排水されて凝集処理され、
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　ろ過装置が、ろ過容器と、ろ過容器内に設けられるろ過機構とを含み、ろ過容器がそれ
ぞれ凝集容器および外槽と通じ、凝集容器内の凝集処理後の水を、さらにろ過機構でろ過
してから、外槽内に排出して繰り返し使用する、ことを特徴とする洗濯機。
【請求項１２】
　前記ろ過機構がろ過容器内に回転可能に設けられ、ろ過装置が、取水水流を利用してろ
過機構を回転させ、ろ過機構を噴射洗浄するろ過自動洗浄機構をさらに含むことを特徴と
する、請求項１１に記載の洗濯機。
【請求項１３】
　前記ろ過機構が筒形のろ過フレームと、ろ過フレームに設けられるろ過ネットとを含み
、ろ過フレームの両端がろ過容器の旋回軸と接続され、その一端が回転コネクタであり、
もう一端は軸が密封され、前記ろ過機構の回転軸の方向および水平面が傾斜夾角α（０≦
α≦３０°）を有することを特徴とする、請求項１２に記載の洗濯機。
【請求項１４】
　前記ろ過容器に、凝集容器と通じるろ過取水口と、ろ過後の水を排出するろ過出水口と
、洗浄廃水を外部に排出する汚水排出口とが設けられ、ろ過出水口がろ過機構の回転コネ
クタと通じることを特徴とする、請求項１３に記載の洗濯機。
【請求項１５】
　前記ろ過自動洗浄機構が噴射ヘッドを含み、噴射ヘッドがろ過容器上に取り付けられ、
噴水方向がろ過機構の表面に作用し、ろ過機構を回転させることを特徴とする、請求項１
２に記載の洗濯機。
【請求項１６】
　前記ろ過自動洗浄機構が、ろ過機構の表面に設けられるブレードをさらに含み、ブレー
ドを噴射ヘッドの噴水方向に対応して設置することにより、水流がろ過機構を回転させる
動力が伝達されることを特徴とする、請求項１５に記載の洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗濯機の循環水処理設備に関し、具体的に凝集方式を採用した洗濯機の循環節
水設備であり、特に自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置および洗濯機である。
【背景技術】
【０００２】
　人々の生活レベルの向上に伴い、洗濯機はすでに人々の日常生活において主要な家電の
１つとなっている。洗濯機の衣類洗浄過程は、主に洗濯、すすぎ、脱水の数段階を含み、
洗濯段階で洗濯機は取水し、洗剤で衣類を洗濯する。すすぎ段階に入ると、汚れおよび残
った洗剤を洗い落とすために、より多くの水を取水するか、またはすすぎ回数をより多く
して衣類をすすぐ必要があり、これは必然的に大量の水資源を消費する。たとえ節水のド
ラム式洗濯機であっても、衣類をすすぐために、少なくとも２回すすぐ必要があり、この
過程で少なくとも３０Ｌ以上の水道水を消費する。時には、衣類の汚れが比較的少ないか
、または投入する洗剤が比較的少なく、２回できれいにすすぐことができるが、ユーザが
３回のすすぎを選択することにより、必然的に水資源の浪費が引き起こされる。例えば６
Ｋｇの全自動洗濯機は、一般的に２回のすすぎを行うと、基本的に１００リットル前後の
水を使用する。いかにして衣類を洗浄するのと同時に、節水節電を行うかということは、
常に消費者が関心を寄せる焦点の１つである。
【０００３】
　現在まで、家庭用洗濯機に組み合わせて使用する、水の浄化および循環利用装置はいま
だない。たとえいわゆる節水機能を備えた洗濯機であっても、一般的に洗濯機の側部に貯
水タンクを取り付け、水ポンプを使用して注水および排水を行う。一般的に１回の注水で
すすぎを３回行うことができ、節水機能を示すものである。しかし、洗濯後の水を保存す
ることができず、さらに洗濯機本体の構造を複雑、膨大にし、輸送、回収処理などに不利
である。体積、構造および適応性などの面の制限により、洗濯機が元々有する機能および
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節水タンク自体の機能に影響を及ぼしている。既存の洗濯機の方式を基に、より良好に水
資源の節約を行うため、多くのメーカが多くの研究開発を行っている。
【０００４】
　既存の水循環機能を備えた洗濯機は、糸くずをろ過する、洗濯を均一にする、またはオ
ゾン、重金属イオンを添加して殺菌する、などの作用を示すのみである。水の消費量を改
善することができず、洗浄についての根本的な向上はない。
【０００５】
　衣類洗浄水の循環利用について、関連する特許文献を調べると、例えば中国特許出願番
号第２００８１００７２４２０．５号の「洗濯機の循環水使用節水装置」は、衣類洗浄水
を１つの水槽内に送り込み、浄化処理を行う。該発明では、１回目の衣類洗浄水は浄化せ
ずに直接排出し、２回目、３回目のすすぎ水を浄化処理した後、後に次回の衣類洗浄時に
使用する。
【０００６】
　上記技術における「循環水使用技術」は、すすぎ水を浄化後に使用する。該技術は、１
回目の衣類洗浄水（初回の洗濯水）を循環利用することができない。浄化後の水を後に次
回の衣類洗浄でも使用するものであり、進行中の衣類洗浄に使用することはできない。
【０００７】
　出願番号第０３２５６１８１．４号の中国特許は、節水洗濯機を開示している。洗濯槽
の出水口の前に初期ろ過装置が設けられ、さらに貯水槽が設けられ、貯水槽の底部に凝集
タンクが設けられる。凝集タンクの上方にろ過装置が設けられ、凝集タンクは管路を介し
て洗濯槽と通じる。凝集タンクはさらに汚水排出口を有し、管路にポンプが設けられる。
【０００８】
　上記構造の凝集タンクは洗浄機能を有さないため、長時間使用すると、タンクの壁に凝
集状の汚れが付着し、細菌が繁殖する。
【０００９】
　このことを考慮して、特に本発明を示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】中国特許出願番号第２００８１００７２４２０．５号
【特許文献２】中国特許出願番号第０３２５６１８１．４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明が解決しようとする技術的問題は、既存技術の不足を克服し、構造が簡単な、自
動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置を提供することである。
【００１２】
　本発明のもう１つの目的は、該凝集装置を有する洗濯機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記技術的問題を解決するため、本発明が採用する技術案の基本的構想は次の通りであ
る。自動洗浄機能を有する洗濯機の凝集装置は、凝集容器および撹拌機構を含み、凝集容
器の内壁を洗い流し、洗浄する洗浄機構をさらに含む。該洗浄機構は放水インペラと、放
水インペラを回転させる駆動モータとを含み、放水インペラにより、取水を凝集容器の内
壁に放ち、洗浄する。
【００１４】
　さらに、前記撹拌機構は、凝集容器の外部に取り付けられる撹拌モータと、凝集容器の
内部に延伸する撹拌軸と、撹拌軸に取り付けられる撹拌インペラとを含む。
【００１５】
　さらに、前記駆動モータは前記撹拌モータであり、前記放水インペラは撹拌軸に同軸に
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取り付けられ、撹拌モータと撹拌インペラとの間に位置する。撹拌インペラは撹拌軸の底
端に取り付けられ、放水インペラは撹拌軸の撹拌モータに近い位置に取り付けられる。取
水して凝集容器を洗浄するとき、撹拌モータは高速で放水インペラを回転させる。放水イ
ンペラの回転遠心力の作用により、取水を一定速度で凝集容器の内壁に放ち、洗浄する。
放水範囲を拡大するため、撹拌モータを制御して様々な回転速度で段階的に動作させる。
【００１６】
　さらに、前記撹拌インペラの湾曲方向は、凝集過程における撹拌インペラの回転方向と
反対である。該撹拌インペラの構造は、水流をかき回して凝集剤の溶解を速めることも、
水流が大きすぎて凝集物がばらばらになるのを防止することもできる。
【００１７】
　本発明の前記凝集装置は、凝集剤を撹拌する過程では、撹拌モータが撹拌インペラを撹
拌インペラの湾曲方向と反対の方向に回転させる。凝集容器の内壁を洗浄する過程では、
撹拌モータが撹拌インペラを撹拌インペラの湾曲方向と同じ方向に回転させる。放水イン
ペラは撹拌インペラと同じ撹拌軸に取り付けられるため、このとき放水インペラは取水を
凝集容器の内壁に放ち、洗浄する。撹拌インペラの構造によって、水流を大きくかき回し
て洗浄することができ、該かき回す効果は、凝集過程におけるかき回す効果と完全に相反
する。該洗浄過程における撹拌モータの回転速度は、凝集剤の撹拌過程における撹拌モー
タの回転速度より速い。
【００１８】
　さらに、前記放水インペラは、回転テーブルと、回転テーブルの上表面に設けられるブ
レードとを含む。ブレードは回転テーブルの中心から外周方向に延伸し、各２つの隣接す
るブレードは回転テーブルの上表面を、放水を行う複数の扇形領域に仕切る。
【００１９】
　さらに、前記放水インペラの回転テーブルの上表面に、回転テーブルの中心と同心の環
状遮断リブがさらに設けられ、ブレードの一端は環状遮断リブから外周方向に延伸する。
複数組のブレードは、環状遮断リブの外部領域を複数の小さい領域に仕切る。放水時に分
散した水流を利用することにより、水流は４つの周壁に均等に放たれる。
【００２０】
　さらに、前記凝集容器に取水口、凝集剤投入口、凝集出水口および汚水排出口が設けら
れる。凝集容器底部の内表面は傾斜面であり、汚水排出口は傾斜面のより低い一側の近く
に設けられ、凝集容器を洗浄した汚水を排出するのに有利である。
【００２１】
　さらに、前記凝集容器に水誘導溝が設けられ、一端は凝集容器取水口に通じ、もう一端
は放水インペラの上方に延伸し、水誘導溝から放水インペラの扇形領域に出水される。好
ましくは、水誘導溝の出水方向は、回転テーブルにおける環状遮断リブの外部領域上方で
あり、該構造は取水を均等に放出するのにより有利である。
【００２２】
　さらに、前記凝集容器に少なくとも１つの溢水口が設けられ、好ましくは２つの溢水口
が設けられる。このうち１つの溢水口は凝集容器の側部上方に設けられ、もう１つの溢水
口は凝集容器頂部に設けられる。凝集容器取水口は三方管と通じ、三方管の他の２つの口
は、１つが取水と通じ、三方管の側部に位置する。もう１つは前記凝集容器頂部に設けら
れる溢水口であり、三方管の上部に位置する。該構造は側部の溢水口が詰まったとき、進
入した水が頂部の溢水口から直接排出されるのを防止する。
【００２３】
　さらに、前記凝集容器は上部が開口した箱体と、箱体の開口を覆う上蓋とを含む。上蓋
に取水口および凝集剤投入口が設けられ、駆動モータは上蓋に取り付けられる。上蓋の下
表面に、駆動モータ軸の周囲に対応して環状リブが設けられる。
【００２４】
　本発明は、凝集容器の上蓋の下表面に、駆動モータ軸の周囲に対応して、半分が閉ざさ
れた空洞を形成する環状リブが設けられる。凝集容器に連続して取水されるとき、空洞に
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圧縮された空気室を形成することができる。すなわち空気による密封を実現することがで
き、凝集容器の水がモータ軸の周辺から溢れるのを防止する。
【００２５】
　本発明の前記洗濯機は洗濯機外槽を含み、管路を介して順番に外槽、凝集装置、ろ過装
置から再び外槽まで循環して通じる。このうち、
　凝集装置は、外槽と通じる凝集容器と、凝集容器内に凝集剤を投入する凝集剤投入器と
を含み、外槽から凝集容器内に排水されて凝集処理される。
　ろ過装置は、ろ過容器と、ろ過容器内に設けられるろ過機構とを含み、ろ過容器はそれ
ぞれ凝集容器および外槽と通じる。凝集容器内の凝集処理後の水を、さらにろ過機構でろ
過してから、外槽内に排出して繰り返し使用する。
【００２６】
　さらに、前記ろ過機構はろ過容器内に回転可能に設けられる。ろ過装置は、取水水流を
利用してろ過機構を回転させ、ろ過機構を噴射洗浄するろ過自動洗浄機構をさらに含む。
【００２７】
　さらに、前記ろ過機構は筒形のろ過フレームと、ろ過フレームに設けられるろ過ネット
とを含む。ろ過フレームの両端はろ過容器の旋回軸と接続され、その一端はろ過出水口と
通じる回転コネクタであり、もう一端は軸が密封される。前記ろ過機構の回転軸の方向お
よび水平面は傾斜夾角α（０≦α≦３０°）を有する。ろ過機構を傾斜して、または横向
きに設置することにより、ろ過面積を大きくし、ろ過速度を速めることができるだけでな
く、ろ過ネットの洗浄に有利である。
【００２８】
　さらに、前記ろ過容器に、凝集容器と通じるろ過取水口と、ろ過後の水を排出するろ過
出水口と、洗浄廃水を外部に排出する汚水排出口とが設けられ、ろ過出水口はろ過機構の
回転コネクタと通じる。ろ過動作における水流の経路は、凝集容器で凝集された後に出水
されて、ろ過取水口からろ過容器に進入し、ろ過ネットでろ過されて筒形のろ過フレーム
内に進入し、さらに端部の回転コネクタからろ過出水口を経て排出される。
【００２９】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構は噴射ヘッドを含み、噴射ヘッドはろ過容器上に取り付
けられ、噴水方向がろ過機構の表面に作用し、ろ過機構を回転させる。噴射ヘッドの噴水
方向は、筒形のろ過フレームの接点に近い方向である。ろ過機構は水平面から小さい角度
で傾斜して設置されるため、噴水の圧力および重力がろ過フレームの表面に作用し、ろ過
機構を回転させる衝撃力が大きくなる。
【００３０】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構は、ろ過機構の表面に設けられるブレードをさらに含む
。ブレードを噴射ヘッドの噴水方向に対応して設けることにより、水流がろ過機構を回転
させる動力が伝達される。
【００３１】
　本発明の前記洗濯機の循環水処理方法は、次の通りである。洗濯が終了し、排水される
と、順番に凝集装置で凝集処理され、ろ過装置でろ過処理される。さらに外槽に排出され
、すすぎを行い、上記水処理過程をすすぎが終了するまで繰り返す。凝集容器の汚水排出
口およびろ過容器の汚水排出口が開き、外槽の水を凝集容器に排出して洗浄し、それと同
時に、きれいな水を取水してろ過装置を洗浄する。
【００３２】
　さらに、本発明の洗濯機は洗剤自動投入装置６をさらに含む。洗剤自動投入装置６は既
存技術であり、好ましくは取水による負圧を利用して洗剤を吸引し、投入する構造である
。本発明の前記凝集剤投入器５も自動投入構造であり、洗濯水量および洗濯／すすぎ水の
混濁度に基づいて、凝集処理するたびに、対応する比率の凝集剤が自動投入される。好ま
しくは、凝集剤はタブレット状であり、既存のタブレット状洗剤の自動投入構造を採用す
ることができる。顆粒状である場合、既存技術の顆粒の定量投入構造を採用する。
【００３３】
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　さらに、本発明は洗濯後に測定する洗濯水の混濁度に基づいて、凝集処理を行う必要が
あるかどうかを判断する。混濁度が比較的高いとき、直接完全に排出することができ、再
びきれいな水を取水してすすぎを行い、１回目のすすぎ後、循環水を凝集してすすぎを行
う。または、混濁度の範囲に基づいて、一定比率の洗濯水を排出し、その後水道水を取水
して混濁度を低下させてから、循環水を凝集してすすぎを行う。
【発明の効果】
【００３４】
　上記技術案を採用すると、本発明は既存技術と比較して以下の有益な効果を有する。
【００３５】
　本発明の洗濯機は凝集循環節水設備を採用し、１回のみの取水で、すべての洗濯過程を
完了することができる。洗濯効率に影響を及ぼさないのと同時に、最大限水資源を節約す
る。既存の撹拌インペラと完全に相反する設計の撹拌構造を採用しており、凝集剤および
洗濯汚水の混合を速めることを実現することも、凝集物がばらばらになるのを防止するこ
ともでき、構造は簡単である。凝集装置およびろ過装置はいずれも自動洗浄を実現し、凝
集容器およびろ過機構を手動で掃除する工程が省かれ、自動化の程度が上昇した。構造は
簡単であり、生産コストを節約することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、本発明の洗濯機における断面構造の概要図である。
【図２】図２は、本発明の洗濯機における凝集循環節水設備の接続概要図である。
【図３】図３は、本発明の前記凝集装置における断面構造の概要図である。
【図４】図４は、本発明の前記もう１つの凝集装置の構造概要図である。
【図５】図５は、本発明の前記もう１つの凝集装置における断面構造の概要図である。
【図６】図６は、本発明の前記撹拌機構および洗浄機構の構造概要図である。
【図７】図７は、本発明の前記ろ過装置における断面構造の概要図である。
【図８】図８は、本発明の前記凝集装置およびろ過装置の構造概要図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下に、図を組み合わせて、本発明の具体的実施方式についてさらに詳細に記載する。
【００３８】
　図３から図６に示すように、本発明の前記洗濯機の凝集装置５は自動洗浄機能を有し、
取水を利用して内壁に放ち、洗浄する。該凝集装置５は凝集容器１および撹拌機構を含み
、凝集容器の内壁を洗い流し、洗浄する洗浄機構をさらに含む。該洗浄機構は放水インペ
ラ１２と、放水インペラ１２を回転させる駆動モータ１３とを含み、放水インペラ１２に
より、取水を凝集容器１の内壁に放ち、洗浄する。撹拌機構は凝集容器１の外部に取り付
けられる撹拌モータ１４と、凝集容器１の内部に延伸する撹拌軸１５と、撹拌軸１５に取
り付けられる撹拌インペラ１６とを含む。
【実施例】
【００３９】
　実施例１
　図３に示すように、本実施例の前記駆動モータ１３は凝集容器の上方に設けられ、撹拌
モータ１４は凝集容器１の底部に設けられ、撹拌軸１５は上に向かって凝集容器１の内部
に延伸する。
【００４０】
　上記取付構造以外に、撹拌モータ１４は凝集容器１の側部に設けることもでき、撹拌軸
１５は側部から凝集容器１の内部に延伸する。または撹拌モータ１４および駆動モータ１
３をいずれも凝集容器の上方に設ける（図示せず）。
【００４１】
　実施例２
　図４および図５に示すように、本実施例は実施例１を基にして行ったさらなる改良であ
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る。放水インペラ１２を回転させる駆動モータ１３は前記撹拌モータ１４でもあり、すな
わち駆動モータ１３は前記撹拌モータ１４と同じモータであり、前記放水インペラ１２は
撹拌軸１５に同軸に取り付けられる。撹拌インペラ１６は撹拌軸１５の底端に取り付けら
れ、放水インペラ１２は撹拌軸１５の撹拌モータ１４に近い位置に取り付けられる。取水
して凝集容器１を洗浄するとき、撹拌モータ１４は高速で放水インペラを回転させる。放
水インペラ１２の回転遠心力の作用により、取水を一定速度で凝集容器１の内壁に放ち、
洗浄する。放水範囲を拡大するため、撹拌モータ１４を制御して様々な回転速度で段階的
に動作させる。このようにして、放水は凝集容器１の内壁の様々な高さに落ちる。
【００４２】
　本発明の撹拌インペラ１６の湾曲方向は、撹拌過程で撹拌軸１５が回転する方向と反対
である。該構造は、水流をかき回して凝集剤の溶解を速めることも、水流が大きすぎて凝
集物がばらばらになるのを防止することもできる。
【００４３】
　本実施例の前記凝集装置は、凝集剤を撹拌する過程では、撹拌モータ１４が撹拌インペ
ラ１６を撹拌インペラ１６の湾曲方向と反対の方向に回転させる。凝集容器の内壁を洗浄
する過程では、撹拌モータ１４が撹拌インペラ１６を撹拌インペラ１６の湾曲方向と同じ
方向に回転させる。放水インペラ１２は撹拌インペラ１６と同じ撹拌軸１５に取り付けら
れるため、このとき放水インペラ１２は取水を凝集容器１の内壁に放ち、洗浄を行う。撹
拌インペラ１６の構造によって、水流を大きくかき回して洗浄することができ、該かき回
す効果は、凝集剤の撹拌過程におけるかき回す効果と完全に相反する。該洗浄過程におけ
る撹拌モータ１４の回転速度は、凝集剤の撹拌過程における撹拌モータ１４の回転速度よ
り速い。
【００４４】
　実施例３
　図５および図６に示すように、本実施例は凝集容器１内に、取水を凝集容器の取水口１
１から放水インペラ１２上に誘導する水誘導溝１７が設けられる。該水誘導溝１７構造は
不可欠ではない。図３に示すように、取水口１１が放水インペラ１２の上方にあり、取水
は直接放水インペラ１２に到る。
【００４５】
　上記取水口１１からの取水、洗浄は、洗濯機で洗濯後の水でよい。またはきれいな水を
取水して洗浄するか、さらにまたはそれぞれ水道水および洗濯機の洗濯水とつながる三方
弁を取り付け、水を循環処理するときは洗濯後の水を取水し、洗浄するときはきれいな水
を取水する。
【００４６】
　実施例４
　図６に示すように、本実施例の前記放水インペラ１２は、回転テーブル１２１と、回転
テーブル１２１の上表面に設けられるブレード１２２とを含む。ブレード１２２は回転テ
ーブル１２１の中心から外周方向に延伸し、各２つの隣接するブレード１２２は回転テー
ブル１２１の上表面を、放水を行う複数の扇形領域１２３に仕切る。水誘導溝１７は、放
水インペラの扇形領域１２３に水を誘導する。
【００４７】
　さらに、前記放水インペラの回転テーブル１２１の上表面に、回転テーブルの中心と同
心の環状遮断リブ１２４がさらに設けられ、ブレード１２２の一端は環状遮断リブ１２４
から外周方向に延伸する。複数組のブレード１２２は環状遮断リブの外部領域を複数の小
さい領域に仕切り、水誘導槽は回転テーブルの環状遮断リブの外部領域上方に水を誘導す
る。該構造は、取水を均等に放出するのにより有利であり、放水時に分散した水流を利用
することにより、水流は４つの周壁に均等に放たれる。
【００４８】
　実施例５
　図４および図５に示すように、本発明の前記凝集容器１に取水口１１、凝集剤投入口１
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８、凝集出水口１９および汚水排出口１０が設けられる。水誘導溝１７の一端は凝集容器
取水口１１に通じ、もう一端は放水インペラ１２の上方に延伸する。凝集容器１底部の内
表面は傾斜面であり、汚水排出口１０は傾斜面のより低い一側の近くに設けられる。傾斜
面の傾斜角度は好ましくは０から１０°であり、該傾斜角度は凝集容器を洗浄した汚水を
排出するのに有利である。
【００４９】
　さらに、前記凝集容器１に少なくとも１つの溢水口が設けられ、好ましくは２つの溢水
口１０１、１０２が設けられる。このうち１つの溢水口１０１は凝集容器１の側部上方に
設けられ、もう１つの溢水口１０２は凝集容器１の頂部に設けられる。凝集容器取水口１
１は三方管２と通じ、三方管２の他の２つの口は、１つが取水と通じ、三方管２の側部に
位置する。もう１つは前記凝集容器頂部に設けられる溢水口１０２であり、三方管の上部
に位置する。該構造は、側部の溢水口が詰まったとき、進入した水が頂部の溢水口から直
接排出されるのを防止する。
【００５０】
　さらに、前記凝縮容器１は上部が開口した箱体１０３と、箱体の開口を覆う上蓋１０４
とを含む。上蓋１０４に取水口１１および凝集剤投入口１８が設けられ、モータ１３、１
４は上蓋１０４に取り付けられる。上蓋１０４の下表面に、モータ軸の周囲に対応して環
状リブ１０５が設けられる（図５を参照）。
【００５１】
　本発明の凝集容器における上蓋１０４の下表面に、モータ軸の周囲に対応して、半分が
閉ざされた空洞を形成する環状リブ１０５が設けられる。凝集容器が連続して取水すると
き、空洞に圧縮された空気室を形成することができる。すなわち空気による密封を実現す
ることができ、凝集容器の水がモータ軸の周辺から溢れるのを防止する。
【００５２】
　実施例６
　図１および図２に示すように、本発明の前記洗濯機はパルセータ式洗濯機およびドラム
式洗濯機を含むが、これに限定されない。洗濯機は洗濯機外槽３を含み、管路４を介して
順番に外槽３、凝集装置５、ろ過装置６から再び外槽３まで循環して通じる。このうち、
凝集装置５は外槽と通じる凝集容器１と、凝集容器１内に凝集剤を投入する凝集剤投入器
５１とを含み、外槽３から凝集容器１内に排水されて凝集処理される。ろ過装置６はろ過
容器と、ろ過容器内に設けられるろ過機構とを含み、ろ過容器はそれぞれ凝集容器１およ
び外槽３と通じる。凝集容器内の凝集処理後の水を、さらにろ過機構でろ過してから、外
槽３内に排出して循環し、繰り返し使用する。
【００５３】
　実施例７
　図７に示すように、本実施例の前記ろ過機構は、筒形のろ過フレーム６３と、ろ過フレ
ーム６３に設けられるろ過ネット（図示せず）とを含む。ろ過フレーム６３の両端はろ過
容器６１の旋回軸と接続され、その一端はろ過出水口６２３とつながる回転コネクタ６３
１であり、もう一端は軸が密封される。前記ろ過機構の回転軸の方向Ｌおよび水平面Ｒは
傾斜夾角α（０≦α≦３０°）を有する。ろ過機構を傾斜して、または横向きに設置する
ことにより、ろ過面積を大きくし、ろ過速度を速めることができるだけでなく、ろ過ネッ
トの洗浄に有利である。
【００５４】
　本実施例の前記ろ過容器６１に、凝集容器１と通じるろ過取水口６２２と、ろ過後の水
を排出するろ過出水口６２３と、洗浄廃水を外部に排出する汚水排出口６２４とが設けら
れ、ろ過出水口６２３はろ過機構の一端の回転コネクタ６３１と通じる。図８に示すよう
に、前記ろ過取水口６２２は凝集出水口１９と通じ、この間に制御バルブ６２が設けられ
る。ろ過動作における水流の経路は、凝集容器で凝集された後に出水されて、ろ過取水口
６２２からろ過容器６１内に進入し、ろ過ネットでろ過されて筒形のろ過フレーム６３内
に進入し、さらに端部の回転コネクタ６３１からろ過出水口６２３を経て排出される。
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　実施例８
　図１および図７に示すように、本実施例の前記ろ過自動洗浄機構は噴射ヘッド６４を含
み、噴射ヘッド６４はろ過容器６１上に取り付けられ、噴水方向がろ過機構の表面に作用
し、ろ過機構を回転させる。噴射ヘッド６４の噴水方向は、筒形のろ過フレーム６３の接
点に近い方向である。ろ過機構は水平面から小さい角度で傾斜して設置されるため、噴水
の圧力および重力がろ過フレーム６３の表面に作用し、ろ過機構を回転させる衝撃力が大
きくなる。
【００５６】
　さらに、前記ろ過自動洗浄機構は、ろ過フレーム６３の表面に設けられるブレード６５
をさらに含む（図１を参照）。ブレード６５を噴射ヘッド６４の噴水方向に対応して設置
することにより、水流がろ過機構を回転させる動力が伝達される。
【００５７】
　図７および図８に示すように、前記ろ過取水口６２２は凝集出水口１９と通じ、この間
に制御バルブ６２が設けられる。
【００５８】
　本発明の前記洗濯機の循環水処理方法は、次の通りである。洗濯が終了し、排水される
と、順番に凝集装置で凝集処理され、ろ過装置でろ過処理される。さらに外槽に排出され
、すすぎを行い、上記水処理過程をすすぎが終了するまで繰り返す。凝集容器の汚水排出
口およびろ過容器の汚水排出口が開き、外槽の水を凝集容器に排出して洗浄し、それと同
時に、きれいな水を取水してろ過装置を洗浄する。
【００５９】
　さらに、本発明の洗濯機は洗剤自動投入装置７をさらに含む。洗剤自動投入装置７は既
存技術であり、好ましくは取水による負圧を利用して洗剤を吸引し、投入する構造である
。本発明の前記凝集剤投入器５１も自動投入構造であり、洗濯水量および洗濯／すすぎ水
の混濁度に基づいて、凝集処理するたびに、対応する比率の凝集剤が自動投入される。凝
集剤がタブレット状である場合、既存のタブレット状洗剤の自動投入構造を採用すること
ができ、凝集剤が顆粒または粉状の場合、既存技術の定量投入構造を採用する。
【００６０】
　上記実施例の実施案は、さらなる組合せまたは置換を行うことができる。また実施例は
本発明の好ましい実施例についての記載に過ぎず、本発明の構想および範囲を限定しない
。本発明の設計、発想を逸脱しない前提において、当業者が本発明の技術案に対して行う
各種の変更および改良は、いずれも本発明の保護範囲に属する。



(11) JP 2017-514540 A 2017.6.8

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(12) JP 2017-514540 A 2017.6.8

【図８】



(13) JP 2017-514540 A 2017.6.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(14) JP 2017-514540 A 2017.6.8

10

20

30

40



(15) JP 2017-514540 A 2017.6.8

10

20

30

40



(16) JP 2017-514540 A 2017.6.8

10

20

30

40



(17) JP 2017-514540 A 2017.6.8

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(74)代理人  100091683
            弁理士　▲吉▼川　俊雄
(74)代理人  100179316
            弁理士　市川　寛奈
(72)発明者  許升
            中国　２６６１０１，山東省青島市▲ロウ▼山区高科技工業園海爾路１号
(72)発明者  李海涛
            中国　２６６１０１，山東省青島市▲ロウ▼山区高科技工業園海爾路１号
(72)発明者  ▲トウ▼金柱
            中国　２６６１０１，山東省青島市▲ロウ▼山区高科技工業園海爾路１号
(72)発明者  呂艶芬
            中国　２６６１０１，山東省青島市▲ロウ▼山区高科技工業園海爾路１号
Ｆターム(参考) 3B166 AA01  AA11  AE01  AE07  BA42  BA73  DA34  DB08  DB17  DD06 
　　　　 　　        FB01  GA10  GA12 

【要約の続き】
。
【選択図】図５


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

